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論 文内容の要旨
【要約】
〈目的)二分脊椎に伴う脊髄脂肪腫の乳幼児例を対象にphase-contrastmagnetic resonance imaging 
(以下MRlと略す)を用いて脊髄の頭尾側方・向の運動速度を計測し脊髄係留に伴う脊髄の可動性を非侵想
的かっ定費的に評価を試みた。
(方法)対象は脊髄脂肪腫の小児で脊髄係留解除の術前後に計測を行った 6例(年齢4ヵ月から2歳5ヵ
J-l.平均10ヵ月.A群)と，係閣解除術の術l年後から 5年後に計測を行った1019IJ(年齢 1歳から10歳，半
均G歳1ヵ月.B群〉とした。正常群は5伊1(年齢8ヵ月から 2歳7ヵ月，手均 1歳8ヵ月)であった。
phase-conlrast MRIを心拍同期させて撮像し第3頚椎の高さの脊髄および脊髄前面の髄液腔に関心領
域を設定して運動速度を算山した。 1心拍内での時間・脊髄運動速度曲線から求めた脊髄の運動速度の波
形を分析し尾側に向かう脊髄 I波と頭側に向かう脊髄E波のl頁点速度の差を脊髄運動速度の変化域とした。
髄液の速度の最大柄から最小簡を減じたものを髄液運動速度の変化域とした。
(結果)1¥群における術商ijの脊髄運動速度の変化域の平均はO.20::!:O.02cm/secであり，正常群の脊髄運
動速度の変化域であるとド均0.47ナO.19cm/scdこ比較して有意に小さかった。 A群において，術前後におけ
る髄液速度の変化域には有意な薫を認めなかったにもかかわらず，術後に脊髄運動速度の変化域は有忘に
増加し，平均0.40::!:O.12cm/sccとなった。この値は正常群との有意な差を認めなかった。 B群では脊髄係
留解除後に神経症状の悪化は認められず，その脊髄運動速度の変化域の、f均は0.43:tO.14cm/secで，正常
群に比較して有志な差を認めなかった。
(結論)脊髄運動速度の変化域をphaseconlrasL ~，lH. lにより計測することによって.術後に脊髄運動
速度の変化域が有意に増加し正常備に近づいたことから，乳幼児例においても係留解除の効果を非侵襲的
に定量的な評価を加えることが可能と忠われたυ
論文審査の結果の要旨
phase-contrast mag'netic resonance imag'ing (以下phase-contl'astMRIと略〉を伺いて脊髄の運
動速度を計測し.奇髄係留に伴う脊髄の可動性を評価することを試みた。脊髄(腰仙部)脂肪腰の小児で.
脊髄係留解除の術前後に計ij{IJを行った 6{9IJ (年齢4ヵ凡から2歳5ヵ月，平均10ヵ月)では，術前の脊髄運
動速度の変化域の平均はO.20i:0.02cm/S(~cで、あり. iE常叫の519IJ(年齢1歳から10成)の脊髄通勤速度の
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変化域である平均0.47:tO.19cm/ seclこ比較して台ー意に小さかった。術前後における髄液速度の変化域には
有意な差を認めなかったにもかかわらず.術後早期(1ヵ月から 1年)に脊髄運動速度の変化域は有意に
増加し，平均O.4()土O.12cm/secとなった。この{直は正常群との有意な景を認めなかった。術 1年から 5年
後(年輔l歳から10歳.平均ら歳 1ヵ月)に計測した群10伊IJでは，脊髄係官解除後に神経症状の悪化は認
められず.その奇髄運動速度の変化域の平均はO.4:i:tO.14cm/s町で，正常群に比較して有意な差を認めな
かった。
脊髄運動速度の変化域をphasecontrast MRIにより計測することによって，術後に脊髄運動速度の変
化域が台二患に増加しi正常仙に近づいたことから.乳幼児例においても係留解除の効果を非侵望的に定量的
な評価を加えることが可能であった。またphase-contrast¥!lRIを用いた脊髄運動速度の計測は，替髄脂
肪腫による神経症状が出現する日ijに，手術適応の時期を決定するのに有岡であると思われた。
よって本論文は，博士(医学)の学位を授りするに値するものと判定されたの
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